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竹 申 靖 治
AReading◎f　the　Last　Odes　of　John　Keats
by　Se三jl　Takenaka
　The　yeεしr　1819　turned　out　for　Keats　the　most　creative　of　ail　h量s　short　life．　Solne　of
毛he　works　writ£e菰1　i　ll　that　year，　a㎜ong　others，　odes，　such　as　Ode　to　P5Nclze，　Ode伽
）Vfe　lancho　t）i，　Ode　’o　α　ハJightingale，　Ode　o71（t　Gノ・ecianびrn，　To　〆lu彦umn，　generally　considered
to　be　represetatlve　of　the　poet　at　his　most　111atul’e，　aad　also　On　lndolence，　were　written
withill　six　months’ti玉ne，　five　of　them　withill　three．　The　fac£ough££o　lead　us　to
suPpOse　that　these　works　may　have　sOmething　in　con顯0蓋l　by　which　tO　aScertain　their
interrelations　with　one　ano宅her　for　better　l雌erpreねtion．　In　fact　much　has　been　wl’itten
and　dlSCussed　frOm　this　POint　Of　View，　and　my　Own　attempt　in　the　fOl1◎wing　essay　will
also　be　aloltg　this　hne．　However，　in　order　to　explore　poss1b磁tles　of段dded　insight　i就◎
these　odes，1will　place　speclal　emhasis　upQ韮1　what　l　would　term　a’creative　mind，　whlch
seemsωhave　underl三lill，　over　the　whole　perio（1，　the　menねl　a糠d　physical　condition　oヂ
the　Poet　and　conseqtlen重：ly　affected　the　works　Pyoduced　in　a　peculiar　way，　turning　the搬
in｛1。　an　integral　w1ユOle　yet　allOwing　eac｝貢O　stand◎n　itS　Own．
　Keatsが書き残した彪大な書簡は当然ながら詩人の全体像を写し崩しているが，特に具体的な
作晶の意昧を検討するに当ってはその背鑑にある身辺的事情や網作時の精神的情況が詳しく記さ
れていて貴璽な資料となっている。KeatsはWordswor之1ユ以上に組織立った詩論や芸術論をう
ち立てることに興味を示さなかったが，特に手紙のあちこちに散見される翻作心理に言及した言
葉には詩作の藏擾体験が語られていて作撮の解明に重要な手係りとなっている。Kea£sは想像力
の詩入といわれるが，同時に客観的な圏をも持っていたことはその作品が証明する通りである。そ
うした騒が自己の内繊を凝視するとき，詩の胚胎とその成畏課程が詩人の微妙な心の動きとの関
連で捉えられている例が数多く見受けられる。このような観点から筆者はすでに概略的に小論を
試みたことがあるがり，ここでは詩入の最も成熟した作品が集中した1819年の早春から初夏にか
けての詩入の心礫状態を念頭におきながら，この時期の中心をなすいくつかのrt　一ド（ode）作品
を考察してゆきたい。これらの作［翌！を特に心理闘から取り上げるのは，H．　W．　Garrodも指的して
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いるように2），それらの作品の根底に相似かよった気分や思念が覗えるからであり，その一つ一
つが金体としての作品群の意味成立に微妙に関わっており，また同時に全体の文脈の申で個々の
作品の意付義けも可能だと思われるからである。
　18ユ9年3月19H付けの弟George宛ての手紙の申で詩人は次のようにのべている。　…this
morning　I　am　in　cR　sor£oξ　tellll）er　indolent　and　sLipreinely　careless；I　long　after　a　stl，　11zEI
or　two　of　Thompson’s　Castle　of　lndolence．　My　passions　are　all　asleep　from　my　having
slumbered　till　nearly　eleveR　and　weakelled　the　animal　fibre　all　over　to　a　delightful
sensation　abot償hree（legrees　this　sicle　of　faintness－lf　l　had　teeth　of　pearl　and　the
breath　of　I1Hies　I　sh◎u1（l　call　it　langour　－　but　as　l　am　王lnust　ca互l　it　Laziness・　In　宅his
state　of　effemlnacy　the　fibres　of　the　brain　are　relaxed　in　commOII　with　the　rest　of　the
body，　and　to　such　a　haPpy　degree　that　pleasure　has　no　show　of　etlticell｝ellt　and　paln　no
unbearble　frown．　Neither　Poetry，　nor　Ambltion，　nor　Love　have　any　aler宅ness　of　cotmt－
ence　as　宅hey　P・3ss　me　by：　they　seem　r＆£her　l｛ke　tlaree　figures　on　a　暮reek　vase　－－　a
M裂nand　two　women　whom　no◎ne　but　myself　cotilcl　distingt　ish　in　their（lisguisenient．
This　is　the　only　happiness；　and　it　is　a　rε蒐re　instance　of　adv駐ntage　in　the　body　◎ver－
powering　the　Mind．3＞この手紙の中でのThOmPsoaへの言及が極く臼然に暗示するように，
ここには作品群の多分最も早い時期に書かれたと思われるOde　o71／ncioteenCe（以下IndoSence
と呼ぶ）の胚胎を示す詩人の心的肉体的情況が詳述されている。fndolenceがこの作品群の中で
は最も価値が低いと見なされている事情があるにもかかわらず，本論の観点から他よりも先に敢
り上げられなければならないのは上褐の手紙文の内容に見られる一種特別な気分を殆んどそのま
ま受け継いでいるからであり，それはまたこの作品群の他の詩にも様々な形を敢って現われるも
のだからである。
　Indotenceは実際のところ上掲の手紙以上のものを殆んど何も物語ってはいない。青年詩入と
してKeatsの心を常に占有している筈のド愛」や「野心」や「詩」もこの心地よい半眠の状態か
ら活動を引き出す程の魅力を持たない。それは，．．。r三pe　was　the　drowsy　hour／The　blissful
cloud　of　summer　indolence／Benumbed　my　eyes．・i）だからである。このような状態では
苦痛も快感も共に消え炎せてし窪うのであり，殆んど感覚的機能は停止鎮静さぜられてしまって
いる。然しこの状態の特微的なことは，そこに…種の鋭敏な知覚とも意識ともいえる働きがむし
ろ静かなうちにも高まっているのが認められる点である。例えばそれは，The　OI）en　casement
pressed　a　new－1eav’d　vine／Let　in　the　buddig　w我rmth　and　throstle’s　lay．s）に示される。こ
の詩行が示すものは金く平明であり，詩人の心は捉え難くもまた入り組んでもいず，この詩は終り
迄発展らしい発展を見せないのである。この詩の気分が後にも受け継がれることについてはすで
に雷及したが，より具体的には，この詩に箆られる欝葉使いや思考の特徴や型が後の詩で発慶し
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た形で繰返えされるということである。例えば「ねむけのある怠構」（drowsy　inClolence）とい
う詩句や「野心」（ambition）カミ「人の小っぼけな心の束の間の熱のための発作」（a　man’s　little
heart’s　short　fever－fit）から生れるものだから価値のないものだ，といった考え方がそうである。
しかしここで岡時に注圏すべきは，この詩のテーマであるばかりかインスピレーシsuンの源でも
あり，また眠りと頃ざめが入り混ったようなこの怠惰の気分は，Kea重sにあっては実は一種独特
の覚醒状態，洞察力が冴え切った状態として観察されることである。詩入が快感も苦痛も感じな
いというとき，それらは全く消失し切っているのではなくて，それらが詩人の心を掻き乱すのを
やめている状態と解するのが正確なのである。詩人にとって最も欄御し難い顎demon　Poesy’で
さえも「まどろみを誘う昼下りや密に淺された怠惰のタベの甘美」（so　sweet　as　drowsy　noons
／And　evenings　steel）ed　ill　holley’d　ln（lolence．）6）な悦びを詩人に与えはしないようになる。
さらに注羅すべきは，Keatsにあってこのような心身の状態はその見かけに反して決して単純に
受動的なものとして受取るべきではなくて，逆にこの時身心の機能は渾然一体となって一種の充
実した幸禰感を味わっているのが奇取されることである。この状態では感覚と心の動揺が静まり，
外界に生起する微妙な諸境象が抵抗なく内部に滲透し，そこに生じる内部の反臨を鋭い惹識が受
け止めるという，いわば主体と客体が感覚を介して営む一種神秘的な相互作用と晃なし得るのだ
が，これはそれを‘wlse　Passiveneness’と呼んだWordswor出のいわゆる‘spots　of£lme’の
体験の実梢にも通じようし，またJoiceの‘e画）hany’にも類似体験として兇られるものである
う。さらにRousseau，　Baudelaire，　Hofmannsthal，　Rllke，　Val銚y，　Proustなどの詩入文学者に
も類似休験を認め，これを意識の拡大のいくつかの相や階段と箆る説もある7）。ここでは余り普
遍化する余裕はないが，これを一一種の焼惚・忘我の状態，即ち‘ecstasy’と呼んでも差支えない
とすれば，それは正にこの言葉のギリシヤ藷の語源約意味である外に立つ，輝ち，E常的時間の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●　　●　　．　　●
枠外に出た場での実存的源体験に通じる境地と兇ることも可能ではあるまいか。それはともかく，
ここでは，先に触れたWordsworth鳶こおける類似体験として有名なTintern　AbbJ’の詩行から
…例を挙げるにとどめておこう。＿that’btessed〃mood，／In　which　the　burden　of　the　mystery／
ln　whlch　the　heavy　and　the　weary　welgh毛／Of　all　tlAs　unintellgib］e　world／夏s　ligl＃ed；－
that∫serene　and　btessed　7・…イ，／王n　whicla　the　affections　geiitly　lead　us　oll，一／U面いhe
breαt瓦　o∫　this　Corl）oreaL　∫rαη乞e　，♂And　a・－v　ell　重he　moti．o箕o∫OZtr 　human　bLood　！　Atmost 　s篇s望）ended，
we　are　1αご4α5！即β1藁body，我11d　become　a　IMng　soul：／While　with　an　eye　made　qzeiet　by　the
power／Of　ham｝ony，　and　the　deep　poweゴof　loy，／We　see　illto　the　li艶of　things．（イタリッ
クは筆者）s）事柄の性質上全く同じ描写を期待できないにしてもs期上のKeatsの手紙乃至は
／ηctoienceの表すものとの近さにむしろ驚くのである。　Wordsworthの場合特に指摘されるのは，
これは単なる肉体的挟感ではなくて，累積した肉体の重みや現盤苦の重圧から解放され，ある浮揚
感さえ伴った爽なる臼由の中を浮遊している魂のようなものの穿在を感じさせる点である。もっ
とも海詩人は類似体験を語りながらもWorclsworthはやはり彼に対してこの後輩が批評の言葉
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とした‘egotistical　sublime’の傾向をまぬがれていないであろうし，他方今一度／ndoLenceに簾
ってこの体験の典形的なKeats的表現を求めるならば，0，　why　did　ye　aot　melt，　a艮掘leave
my　sense／Unhaullted　quite　of　all　but　nothingness　？9）という詩行にそれを発見するのである。
Indolenceは，すでに示したように，最初は「謝を捨ててもよいとするかのような詩人の気持
ちを表わしているが，事実はこの詩こそが当時のいくつかの詩を生み育てた気命そのものを題材
としているのである。
　Ode　to　Ps），che（以下Psycheと呼ぶ）においても詩人の気分は1？tdotenCeの場合と大して異
ならない。「醸んやりと森をさまよっていると突然二つの美しい生き物たちが気絶してしまっ
た。jle）の直前の情況はこれまた，　Surely　I　drean嚢to－（iay，　or　did　I　see／The　wingecl　Psyche
witli　a　wal〈en’d　eyes　？　mという風であって，ここでもやはり1？zdotenCeにおいてと岡様緩慢
な動作，忘れっぽさ，眠りと目ざめの中ぶらりんな状態などが麟立つ。そしてCupidとPsycheが
静まりかえってむせるような香気の中に抱き合って眠る様助は／ncloLenceに描かれた詩人の姿そ
のものに他ならないが，今の観点から記憶しておくべきは詩人霞身の感情と題材に附加されてい
るそれとの影響関係である。これは後のOde　to　a薄9ん励9α捻（以下Nighti？i9αSe　と顎尋ぶ）llこお
いて璽要な展開を見せることになるからである。さてこの詩の進展に伴って詩人の半眠状態はよ
り積局的な力を帯びてくる。　「私は霞を開きその目の力に鼓舞されて歌う。」（王see，　and　s鎗9，
by　my　owll　eyes　inspired。）！3）即ち詩入はこの美しい美の女神を冤て歌心を刺戟される。ここ
に見られる詩入の女神への献身の気持ちの申には乃140Z6漉に晃られたものよりは格段に複雑で
あり且つ情熱的であると共に知的な要索をさえ示し，それが詩入の情熱を内憲的な均衡あるもの
としている。詩入の気分はここでは実質的な重みのある能動性を帯びたものとなっている。「あ
なたの司祭になり，私の心の未だ誰もわけ入ったことのない所に社を建てましよう。そしてそこ
では喜ばしい痛みと共に成長した枝のように分れた思想が嚇くようにいたしましう。」rばら色の
　　　　●　　o　　●　　●　　●　　o
聖堂を活動する頭脳が考え出した花のつたう棚垣で覆いましよう。」そしてまた，「そこでは陰影
ある思想が生み出すすべてのやさしい喜びをあなたに捧げましよう。」と♂り後のOde　o21　Met－
anchoty（以下ハ4etancゐo♂Nと呼ぶ）では‘mournful　Psyclユe’と呼ばれることになるこの女神ほ
勿論この詩の中でもすでにそういった性格を強く欝びている。詩人は女神が自分の社（t’einple）
も花に飾られた祭壇（altar　heap’d　with　flowers）も真夜中に琶美なうめきをたてる乙女の合
唱（virgin－choir）も琴（lute）笛も（PiPe）も芳香をたてる鎖に吊った香煩（chain・swun9　cense「）
も持っていないと嘆く。しかし，一方では詩が終りに近づくにつれ痛切味のある迫力が加わって
くるのも事実である。これはすでに指摘したように，知性に裏打ちされた実質ある情熱のしから
しめるところだが，S．　Sperryがいうように，　Keatsが近代詩人が神からではなく臼我（self）の
体験から出発ぜざるを得ないという懐疑的な立場の囲難さに譲ざめていたこと，つまり彼の歴史
的意識の表白をここに読ゑ取ることも不霞然ではない15）。彼は手紙の中でもMl£OnとWords－
worthを比較し，後奮が知的により進んだ社会に猛きていたが敏に知的に優っているといった
」6塁
考察を行っているのはそうした近代意識の一一一端を物語るものであろla）。然し，このような要素を
認めた上でもなお，この詩ほ全体として見たとき，やはり越本的には心地よい半眠の作り出した
気分にその源を持つものであることは否めないであろう。
　こうした気分の持続がもっと明確に現われているのがMetanchot＞Tである。ここでは「忘却の
川」（Lethe）や薬草（wolf’s－bane）や「死の蛾」（death－inotli）などが醸し出す強烈な陪翻の憂
愁がPsycheの物悲しさを打ち砕いてしまう。この強烈さは，しかし，第三連の奥深く精妙な美
を味わうためには避けるべきものとして詩入は避ける。死の陰（shade）は意識を封じ込め抹殺し
てしてしまうからである。（For　shade　to　shade　will　come　too　drowsiiy，／And　drowa　the
wakeful　anguish　of　the　sotil．）le）従って，第一一Liの憂愁のカが貧弱だから詩人がこれを退ける
と解するGarrodには筆者は1司意できない正？）。詩が胚胎するときの詩人の心は沁dolenceに関
して指摘したように完金に眠っていてはならないのである。完全に眠らされるのをKe滋sは‘too
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　■
drowsily’といっているのであるIs）。第二連では憂愁の発作（mela韮ユcholy　fit）が四月の俄雨が
植物を生き返らせるように詩入の心に活力を与える。この気分にあっては詩入は美しい物の上に
悲しみを満ち溢れさぜ，怒る恋入の目にも喰い入るように眺めて美を震り彼女を激怒させてしま
う。第三連の「美と一緒に住む女性」は想｛象ヒの女性ともまた憂愁の女神とも考え二てよいだろ
う。美の体験e・＃　一．一一つの啓示である。そこでは美ほ移ろい易く，愛も悦びも果なく失われるもの
であればこそ逸楽は常に憂愁につきまとわれていることを悟らされる。そうであればこそ感覚を
旺盛にし精妙な悦びを味わうことが出来る者だけがまた「べ一ルを被った憂愁の女神（Veil’d
Melancholy）の玉顔に接することができるのである。そしてこの詩の力は悲しみと不確実さ，
　　　　　　　　●　　●
得意気な自信と不可解さの感情が織りなす緊張の上に成立っているのだが，その世界を体験して
きた読者は一つの洞察ともいうべき入間的真理の深みを垣間見た筈である。またこの詩は特に先
行のPsyckeとの連りが強いことを感じさせると同時にh；dolenceの眠りの感覚の世界からも大
きく躍たっている。　「活動する得」（strenuous　tongue）はPsycheの「活動する頭脳」（work－
lng　brain）に通じるだろう。しかし，第三連の最後の二行ほPS＞・cheの周到な献身の情熱とは
違ったところの殆んど自己破壊的な熱狂に迄変質している。この境地は激しさ（illtellsity）が芸
術の価値だとするKeatsの芸術観に直結するだろうし19），憂愁の女神の‘cloudy　troplay’　｝’iL成
り果てる詩人の姿はKeatsのいわゆる「消周的能力」（Negativc　Capabi｝ity）2⑪）を行使する霞
己の姿を描いたとも考えられる。そしてこの後者の観点からは先に1）s“，cheで触れた詩人の懐疑
的立場への自覚が暗添されていること，そしてそれはまた詩人がより常時的意識へ立ち帰りっっ
ある兆侯だと解されよう。そしてこうした意味での目ざめはこの詩自身が演じて見せた美の体験
の終りと符合しているのである。
　以上三つのrk　一一ドの申では，／ndo∫enceは「憂愁の発作」（melancholy　fit）を醸成する気分を
描き，1）s），cheXl「憂愁」の一つのタイプとしての恋の女神を礼讃し，　kVlelanchol3，は憂愁の精の
生育とその頂点の烈しさを描いてみせた。ところが残り三つのオ～ドでは共通的にKeats自身
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がそれらの中で描いている体験の惹起もしくはその体験を詩人に代って演じる奥体的なものを中
心に展開してゆく。そしてまたこれら三つの作晶は多かれ少なかれ互いに平行的な進行の形をと
っていることも注目されてよい。そして本論の観点から当然ながら，すでに考察した三つのri“　一一
ドとも多く共通した特長を分け合っていることも指摘しておきたい。
　先ずNightingαteでは「眼気のある感覚の麻癖」（drowsy　nUml〕ness）が再び終くような痛
みと余りにも痛烈な幸福感の混成した状態として示される。小夜鳴鳥の歌をきくことは詩人を現
世の不幸を忘れさせると岡賭にそれを思い起させるという矛盾の状態におく。実はここでの忘却
は反って深い次元における尖鋭な意識を作り出すことを意味している。IV／eLanchot＞，でKea£sが
いった‘wakeful　angulsh　of　the　sou1’とはそういうものではないだろうか。1？zdotenceにおける
と嗣様感覚は鎮静しているが，それは実は周囲の感覚的な豊かさ一一ここでそれはKeatsの全詩
における最高の表現の一つを得ているが・一一一”…uzを感知する高度にさめた知覚能力であることを示す
ところの「香ぐわしい階がり」（embalmecl　darl〈ness）へと灘かれている。詩人がここでいう「安
楽の死」（easeful　death）とはこのような感覚的浄福の絶頂感に他ならない。
　この詩で重要な解釈上の一点は，Ke歌tsが小夜鳴鳥を「不滅の鳥」（immortal　bircl）と轟乎ぶ箇
所での想像力の動きに閣してである2！）。これを詩人の気紛れから出た戯れととるか，プラトン釣
哲学の闘集ととるか，あるいは詩人がこの歌鳥を森の精（Dryad）と考えてそれを不滅だ≧して
いると見るか。筆者は最も自然な受け聖り方として，明らかに‘ecstasy’の状態一これは歌鳥自身が
その声によって詩人にひき起したのだが一にある詩人が鳥も岡じ状態にあるといっている（thou
art　pouring　torth　thy　soul　abroad／In　such　an　ecstasy！）22）のだから，感情移入によって建i
分の時間超克の体験を一瞬小夜鳴鳥の体験と化するという想轍力の特権的欝由を行使したものだ
と考えるのである。「不滅の鳥」が生れるこの第七連で一ここに特にWordswOrthの勤εεo跡
tarY　ReaPerの影響を見るかどうかは別として一一小夜鳴鳥が時闇的空閲的拘束の外にあること
が示されているが，これは先に1ndetenccにおいて触れたヂ慨惚・忘我」体験の本質的なものの詩
的実現と見ることができる。それにしてもこの同じ連の最後の3行に単純にロマン酌逃避主義を
のみ見るのは畢計であろう。これらの詩行をなす一語一語にはすでに我々がこの詩入に特徴的な
要素として探しあててきたもの一魔的雰囲気荒蓼感，物悲しさ，恐怖の緊張一などが横溢し
ている。この連最後の‘faery｝ands　fOrlorn’に続く最終連の‘plaintive　anthem’は，美的体験
の激しく揺れ動く感情と気分のダイナミズムを直接反映していてその魔力は生れると同時に消滅
する運命を担っている。この詩もまたAMetanChOL），のように，それが描いている体験そのものを
演じているが，それはしかし前者におけるように圧縮した形ではなく，体験をその始まりから展
麗へ，そしてクライマックスから作贔群の底流となっている気分への解溝へと，体験の各段階が
精細に描かれているのが特徴である。そのような意味で特にこのオードをアーチ型の美約構造と
して捉へ説明する1とは不可能ではない。その場合，最終達において，先刻あの陶酔を誘ったば
かりの小夜鳴鳥の声が悲しげな（plalntive）のは，対照的，｝z　1の詩が演じてみせた美的体験の烈し
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さ，即ちアーチの最高点が如侮に高いかを物語っているQそして最後に，この詩のしめくくりの言
葉「私は冒ざめているのかそれとも眠っているのか。」（Do　l　wake　Ol’sleep　？）がこの詩の始まり
に見られた気分から程遠くないより鎮静した状態を暗示するものであることはいう迄もなかろう。
　‘）de　o71　a　Greciapt　Ur7i（以下Urnと呼ぶ）は確かにA48♂㈲融o砂ともまたNightingateとも
違っている。隅題はその程度の見方であろう。人間世界の移い易さ頼りなさとそれを救い人間に
慰めを与える芸術の関係，そしてその実現過程としての感覚から精神へ到り着く体験がここに語
られているとする公式的哲学をそこに見るにはいくつかの抵抗を感じるのである。筆薪としては，
先ずこれ迄検討してきたオードがそこから出発した気分をここでも見逃すことはできないのであ
る。ただこの場合詩の動機付けとなったものが「壷」という物体一一勿論単なる物体ではないが
一一であることから，この気分が影響されていることは明瞭である。夜鳴鳥の触発したものは
「香ぐわしい暗がり」であったが，ギリシャの古壷が詩入を導き入れる所は常夏の世界である。然
し，ここでも「憂愁」が正にベールを被って秘んでbることを見落してはなるまい。すでに第
一連で「いやがる乙女」（maidens　loth）やヂ逃れようとする藻掻き」（struggle　to　escape）や
「狂蔭しい悦楽」（wild　ecstasy）といった言葉が現われている。続く第二連で，大胆な恋入は永
遠の欲求不満を味わっているし，第三連では詩入ほ笛吹く若者の恋が享受する永遠の自由に共感
を覚えるが，その幸福は悔捉の苦渋と隣り合っている。また第四連では，生命ある者に彼等の
「小さな｝町」（little　town）の永遠の沈黙と荒涼が対比され，最終連では，古壷の徳が時聞による
無慈悲な消耗と荒廃の中におかれている。要するに金体を通してこのオードには対立的要素が詩
の内部構造に緊張を作り出しているのが認められるのである。ここに描かかれている恋入や楽人
が人聞世界の幻滅や腐蝕から守られているのは彼等の欲塑が永久に満たされることのない形にお
いてなのである。彼等に許された勝瀦とは，Keats演身が醒g観πgαなで輿らの休験として描
いて見せたあの静かな（壷は詩人に‘still　unravished　bride　of　quietnessと呼ばれる）しかも
熱狂的な，烈しくはあっても不確かな悦びと悲しみの均衡，あの過ぎゆく一瞬に永遠を感じたと
きと同じ身を切るような至禰の瞬閥の成立においてのみ可能なものである。詩入はここではいわ
ば主役から観客に廻ったのである。
　しかし，Urnを語るとき，余りにもしばしば議論の標となる詩の最後の二行を占める格言的命題
に触れないわけにゆかないであろう。この詩行については本文批評（textual　critlcism）翻休が1懸1
題なのだが，現行の権威ある版に一先ず信をおくとして，この問題をむしろ先行部分との関連にお
いて考察しておきたい。筆者は特にこの場合取るべき観点を1．A．　Richardsの批評的立場23）に
おきしかも作澱群の共通的な気分をそれに関連させてみたい。我々がこれらのrt　一ドを通して見
た限りでは，それらの世界が示しているものは，現実的人間生活での体験が持つ確実さや安定感
に守られた世界のものではない。いやむしろ捉え難く崩れ易いことが美が美であることの価値の
本質でもある。Keatsがくり返しオードという詩形によって詩を書いたのも，もとより，臼分の
体験の価値が無になることを離えられなく思ったからではなかったか。自分にとって価値ある体
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験を確圃不変なもの，即ち真理に迄高めたいというのは人間に本来的な欲豊である．然し芸術が
美を捕捉するといっても，その本質上，その意味内容の完結牲，明確さにおいて理牲によるヨ罷握
．に及ぶ訳はない。Urnを読み進んで最後に生じる確認は，それがある気分であろうが感情であ
ろうがまた恩想であろうが，あるいはこのオードが提出しているような命題（Beauty　ls　trtlth，
宅ruth　beauty．）であろうが，．純粋に論理的思考が持ち得る種類の結着からそれが如何に遠いと
ころにあるかということである。これがKeatsがその命題の直ぐ前でいっていること，即ち，
Thou，　si王ent　form，　d◎s£tease　us　out　of　thottght　／As　doth　etemity．の意味だと思、う。この
‘tease　Ott£of癒Ought’とは実は考えることを不可能にさせることをではなく，芸徳が人間の心に
対して持つ訴えの捉え難さを痛感させることをいっている。とすれば，この格雷的二行が我々に
求めるような命題からその直後の結論への飛躍は，むしろ人間的心理の自然な反跡ではあるまい
か。それは芸術が我々に与える意味に確実さや恒久性を求める切実な気持ちから出たものではあ
るまいか。この二行の意味内容自体をいくらひねくり廻してみても先行部分との意昧ある関連は
発見できないのではあるまいか。そしてさらに注員に価いするのは，との二行が詩全体において
占める位置は，詩人が古壷との接触から誘い込まれた気分や思念の世界から昌ざめて，より論理
的分析的思考への課程に入り始めるという精神状況の一種の境罠に，￥ば詩の内鰯に半ば詩の外
側に立っている姿を示していることである。これら一群のrd”　一一ドが書かれた順序については無論
考証に頼るべきだが，筆者は今オードの内的性格から，Indotenceに始まる特徴的な気分が一先
ずここで終りを皆げたものと推定するのである。
　以上五つのA“　一一ドが何れも1819年の春から初夏にかけての短期間のうちに集中的に書かれたこ
とは，考察してきたような共通的特徴からも裏書きされるのだが，それから数ケ月後の9月に出来
上ったTo〆Autumnではこうした特徴はどうなっているだろうか。この詩の清澄透明な世界は丁
度Ui’nの最終二行にある格醤的詩句がその詩に対して持つ関係を五つのオ～ドに対して持って
いるといえる。然しなお，この最後のオード「秋に審せる」にも五つのrt　一ドの余熱を求めることは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●
不可能ではない。即ちそこでは「秋」は先ずけしの香に．酔ってまどろんでいる。これはJndolence
における詩人自身の姿，またi）sycheにおける女神の姿でもある。さらに，詩人が春の歌を退け
ることにも，またぶよの憂いを轡びた羽音にも共選的気分の余韻をきけなくはないであろう。然し
　　　　　　　　●　　響
他方，こうした類似性を追ってゆくうちに決定的な違いに逢着することもまた事実である。五つ
のオードでは描写の眠は列挙的羅列的であったのに対しここでは巧妙な撰択力が行使されている
し，支配的気分は五つのrt　一ドのものとは違って，ふっ切れた爽やかさのそれであり，物に葱か
れたような熱っぽい吐恩はここにはない。然しこれらの動かし難い要素を認めた上で，第一達と第
三連の写実性に対して中間の第二連には躍gZ漉πg認6で指摘した感情移入が一歩進んだ形となっ
て秋の露然が擬人化されているのが認められるということから，気分の生起と蕩揚と鎮静のアー
チ型パターンがやはりここでも成立していると見ることは可能であろう。無論，それはこの場合
Nigktingaleの場金程大きく明瞭な弧を描いてはいないが。それではこの違いの原因は何んであ
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ろうか。一つには，NightingateとUr？iとの関連のところで指摘したように，詩人の気分を誘発す
るものの違いであるだろう。即ちcこでを敦詩人の洗意ほ南イングランドの静かな古都Wli3chester
郊外の豊かな自然，特にそこの麦畑に注がれているのである。それを詩人は手紙の中で次のように
伝えている。How　beaL磁ful　the　season　is　n◎w－How　fine　the　alr．　A　teMPe1・ate　sha・rp・ness
about　lt．　Really，　without　joking，　chaste　weather＿Inever　llk’d　stubble　fie1（ls　so　much　as
now－Aye　better　thaii　the　chitty　gree710f　the　spring．　Somehow　a　stubble　plairi　looks
τval’llz－ln　the　saRle　way　that　some　pictures　look　warm－this　struck　ne　so　much　in　my
stindaゾs　walk　that　I　composed　upon　it．a4）（イタリックは筆者）。そしてさらには，五つのrt　一一
ドとこのオーとの間に書かれたThe　Fall　of　ff）’Pei’ionとLai？iinが詩人に課した極度に意識的
な創作活動の緊張からの解放感も手伝っていると容易に想像される。これらの長篇が跡付けるよ
うな内面の葛藤を経て，今詩人の心は外界にどれ程か慰めと撹びを求めたことであろう。上の手
紙と考え併せるなら，ここには密らの命題‘if　1）oetry　comes　llot　as　naturally　as　the　Leaves　on
atree　lt　had　better　not　come　at　a｝1．’25）を殆んど完全に実践し得たKeatsを見るのである。
我々はこの手紙文の中に，またもやあの独特な’lk・rz．1約状態の近くにいる詩人を晃ているのではな
かろうか。そこには，筆者がイタリックで示したように，例によって精妙な感覚作粥の跡が記録
されている。
　以上の考察で，この悦惚的気分状態はKeatsにあっては肉体的感覚的体験に密着しているこ
と，そしてまたKeats自身がこれらのオードによって伝えているそうした自己の状態を自己の
内部における創造的霊感そのものの始まりと見なしていたことが示されたことと思う。
　　注
1）Qurles第2号（大阪市立大学大学院英文学研究会刊）に「キーツに於ける剣作理念の諸根について」と
　題して収録。
2）H．W．ギャロッド著「キ～ツ」第2版6漁。
3）M．B．フォーマン編「キーツ書簡集」第4版よる。（以下の手紙の引規も岡欝によるe）
4）　16－17孝矛0
5）　27－一一28行Q
6）　46－～47亨了0
7）E．F・N・ジェフコット藩「プルーストとi］ルケ」（Chatto＆WiRdus，1972）
　　なお本邦での最近の研究で出色のものに　岡　三郎著「凝視と夢想」（國文社1671）がある。
8）　38－50行0
9）　19－－20rto
10）　　7－－8行0
11）　5－－6行0
12）13－16行。
13）43行。
14）　50－52孝丁，　59～60行，　64－－65行0
15）S．M．スペリ藩「詩人キーツ」（Princeton　i973）中のThe　Great　Odesの項参照。
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ユ6）　9－－10孝．：1：0
17）　上掲誕穿　．96頁。　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　、
18）なお右のK．ミュア～の説も参考になる。T1｝8　Mεα瘍？1g　o∫t／ie　Odes（John　Keats，！、　Rεα∬ε5〃tC71t，　Llverpog1，
　　　1959）に収録。
19）1817年12月2Hヨ付の二人の錦宛ての手紙のゆでKeatsは次のようにのべている。1＿wellt　the　next
　　　！llol’llin．9　to　see　Death　o？i　tlie　Pale　Horse．　It　is　a　wonderful　picture　when　West’s　age　is　coll－
　　　dered；But　there　is　nothing　to　1）e　intense　upoll；no　women　one　feels　mad　to　kiss；no　face
　　　swelSing　into　reality－the　excellence　of　every　Art　is　its　intenslty，　capable　of　making　all
　　　disagree縦bles　evaporate－一，
20）19）と同じ手紙に，＿1　mean／V8£’α‘加8　Capabitit）1，　that　ls　when　a　man　is　capable　of　being　in
　　　uncertainties，　Mysteries，　d◎ubts，　without　any　irritable　reaching　aftei’fact　and　reason＿　と
　　　ある。
21）　61そ5’。
22）　57－58そ了0
23）LA．　￥チャーズ著「実蹉的批評」（Routledge＆Kegan　Pau1，1929）参照。
24）1819年9月2ユ日付J．H．　Reynolds宛て。
25）工818年2月27H付」，　Taylor宛ての手紙に見える言葉。
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